
女性活躍に向けた研修会開催 【愛媛県宇和島市】

過疎化等による人口減少が進む中、地域の暮らしに直接つながるあらゆる分野に
おいて男女共同参画の確立が求められている。
地域社会に残る性別による固定的な役割分担意識とそれを反映した慣習・慣行を

見直すための啓発の充実を図ることにより、自治会や自主防災組織等への女性が参
画しやすい環境が必要。地域団体の占める女性の割合は自治会長4.8%、消防団員
2.5%、防災会議12%と低い状況であり、さらには南海トラフ地震が想定される中、
防災・災害復興（まちづくり）に対する男女参画に視点が必要とアンケート結果に
もあり、地域づくりやコミュニティ活動の場において、政策、方針決定過程への女
性の参画はまだ十分とは言えない状況。

地域の実情と課題

■宇和島市地域づくり活動団体（市登録団体数：84団体）
※宇和島市女性団体連絡協議会も上記地域づくり活動団体として登録

■（一社）チーム・ヒューマン・コメディ
■（有）タイキなくらし
■（公社）日本サードセクター経営者協会
■宇和島東高校（生徒）
■宇和島南中等教育学校（生徒）

連携団体

■女性目線での地域づくりへの参画意識の改善はみられるが、自治会（地縁組
織）の役員等は、依然として男性が多くの割合を占めている。

このため、より地域における各分野への女性の参画を受け入れる環境づくりを
進める必要がある。

今後の課題

■計５回開催した研修会及び視察研修には152人が参加し、女性が活躍する手法を
学ぶことができた。

■各研修会には、全国で女性が活躍している団体から講師を招き、女性が活躍し
ている事例を紹介していただいたことで、参加者一人ひとりが、自身がどのよ
うな分野で活動できるかをイメージし、実際に行動するための素地を養うこと
ができる場となった。

■研修会に参加した女性リーダー達が、地震・豪雨災害によって甚大な被害を受
けた奥能登地方への被災地支援（炊き出し支援等）を実施する中で、研修を通
じて養った知識・スキルを実践を通してより深めることができた。

事業の効果

地域活動における男女共同参画の推進と防災分野における女性の参画促進を目
指す。

①地域おこし等の分野への女性の参画を促し、男女が共同して活力のある地域づく
りや、コミュニティ活動の活性化を目指す。
②防災、減災分野への女性の参画を促進し、防災士の資格取得や防災訓練等への積
極的な参加を推進し、万一災害が発生した場合においても男女が共同して復興に向
けた取組ができる地域づくりを目指す。

目的・目標

■女性の視点でコミュニティーづくりに活躍する女性や若者に対して、学びと実
践のその先のアクションへとつながる学びを提供する。

■今、何が学ぶことが重要かを精査し、「自己確立のエンパワーメントのステッ
プ」と「社会の仕組みを学ぶためのトピック」の２つの機能を備えた研修会を
実施する。

事業の特徴

個別事業費 1,788 千円

交付金額 894 千円

事業番号 2



事業の概要

【内容】
■事業目標_女性参加の研修会の開催：５回（実績数：５回）
◆市内で活動する女性を対象とした研修会の開催（5回）
●第１回研修（女性のエンパワーメントが地域の力になるキャリアビジョンの描き方）
●第２回研修（人口減少社会でのワークライフバランスとは）
●第３回研修（災害発災着後の女性視点の活動で未来がどう変わるか）
●第４回研修（ファシリテーション講座）
●第５回研修（女性活躍フォーラムin宇和島）

■事業KPI_ 研修会への参加人数：150人（実績数：約152人）
◆災害時の女性重要性の確認（被災地視察）
●視察研修（ウイメンズネット神戸、人と防災未来センター）
●被災地支援の実践（石川県輪島市・珠洲市支援）

【効果】
■女性が活躍する手法を学ぶことで、自身がどの分野で活動できる をイメージさせ、実際に行動できる状態にする。
■支援員と相談することで、実際の行動ができる場を提供する。

＜被災地支援＞＜視察研修＞＜第１回研修＞
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